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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体に対する記録パワーの決定方法であって、
　前記情報記録媒体は、複数の記録層と、前記複数の記録層の各層毎にレーザ光の記録パ
ワーを決定するためのテスト領域とを備え、前記複数の記録層は、第１の記録層と、前記
第１の記録層に隣接する第２の記録層とを含み、前記第１の記録層の第１のテスト領域と
前記第２の記録層の第２のテスト領域とは、それぞれ、異なる半径位置に配置されており
、前記第１のテスト領域は、前記第２のテスト領域よりも内周側にあり、
　前記第１の記録層の記録パワーを前記第１のテスト領域の内周側から使うことによって
決定し、前記第２の記録層の記録パワーを前記第２のテスト領域の外周側から使うことに
よって決定する、記録パワー決定方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、少なくとも２層以上の記録層を備えた情報記録媒体、記録装置、再生装置、記
録方法、再生方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、大量の情報の記録再生が可能なさまざまな情報記録媒体が開発されており、その中
の一つに光ディスクがある。大容量の光ディスクの一つとして、２枚の光ディスクを張り
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合わせ、両面に対して記録再生できる両面光ディスクがある。しかしながら、ランダムア
クセスを頻繁に要求する分野、例えばコンピュータ用記録媒体、ゲーム用記録媒体として
は、光ディスクの記録容量が大きいことと同時に、裏返すことなく任意のデータにアクセ
スできることが望まれる。
【０００３】
そこで１枚の光ディスクに大容量のデータを記録し、かつランダムアクセス可能な光ディ
スクとして、２層以上の記録層を備え、ディスクの片側の面から情報の再生が可能な多層
光ディスクが考えられる。図７に片面に２層の記録層を備える光ディスク７００の構成を
示す。
【０００４】
光ディスク７００は、第１の記録層７０４と、第１の基板７０５と、接着樹脂７０３と、
第２の基板７０１と、第２の記録層７０２とを備える。各基板にはクランプ穴７０６が形
成されている。第２の記録層７０２は、ディスク情報領域７０７と、データ領域７１０と
を備える。第１の記録層７０４は、ディスク情報領域７１１と、データ領域７１４とを備
える。
【０００５】
第１の基板７０５、第２の基板７０１は、ポリカーボネート樹脂等で形成し、第１の記録
層７０４および第２の記録層７０２を保護する。再生専用領域であるディスク情報領域７
０７には、第２の記録層７０２に照射するレーザ光のパワーを示す情報等が記録されてい
る。再生専用領域であるディスク情報領域７１１には、第１の記録層７０４に照射するレ
ーザ光のパワーを示す情報等が記録されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
光ディスク７００では、例えば第１の記録層の再生後に、続けて第２の記録層の再生を行
う際に、第１の記録層７０４に照射するレーザ光のパワーを示す情報を入手するためのデ
ィスク情報領域７１１の再生、データ領域７１４の再生、第２の記録層７０２に照射する
レーザ光のパワーを示す情報を入手するためのディスク情報領域７０７の再生、データ領
域７１０の再生という順の再生ステップが必要となる。もしくは、ディスク情報領域７１
１の再生、ディスク情報領域７０７の再生、データ領域７１４の再生、データ領域７１０
の再生という順の再生ステップを踏む必要がある。このように光ディスク７００では、２
つのディスク情報領域から情報を再生する必要があるため、レーザ光のパワーを示す情報
のような光ディスク７００のパラメータおよびフォーマットの再生ための所要時間が非常
に長くなるという問題が生じる。
【０００７】
本発明は上記問題点に鑑み、ディスク情報領域を再生する時間を短縮することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の記録パワー決定方法は、情報記録媒体に対する記録パワーの決定方法であって
、前記情報記録媒体は、複数の記録層と、前記複数の記録層の各層毎にレーザ光の記録パ
ワーを決定するためのテスト領域とを備え、前記複数の記録層は、第１の記録層と、前記
第１の記録層に隣接する第２の記録層とを含み、前記第１の記録層の第１のテスト領域と
前記第２の記録層の第２のテスト領域とは、それぞれ、異なる半径位置に配置されており
、前記第１のテスト領域は、前記第２のテスト領域よりも内周側にあり、前記第１の記録
層の記録パワーを前記第１のテスト領域の内周側から使うことによって決定し、前記第２
の記録層の記録パワーを前記第２のテスト領域の外周側から使うことによって決定するも
のである。
【００３５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態における光ディスクについて、図面を参照して説明する。
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【００３６】
図１は本発明の実施の形態における２層の記録層を備えた書き換え型光ディスク１００を
示す。
【００３７】
光ディスク１００は、第１の記録層１０４と、第１の基板１０５と、接着樹脂１０３と、
第２の基板１０１と、第２の記録層１０２とを備える。各基板および各記録層にはクラン
プ穴１０６が形成されている。光ディスク１００は、ユーザデータを記録するためのデー
タ領域１１５を備える。データ領域１１５は第１の記録層１０４と第２の記録層１０２と
の両方に渡って配置されている。データ領域１１５の一部であるデータ領域１１０が第２
の記録層１０２に配置されており、データ領域１１５の一部であるデータ領域１１４が第
１の記録層１０４に配置されている。
【００３８】
第２の記録層１０２は、ディスク情報領域１０７と、欠陥リスト領域１０８と、スペア領
域１０９と、データ領域１１０とを備える。第１の記録層１０４は、ディスク情報領域１
１１と、欠陥リスト領域１１２と、スペア領域１１３と、データ領域１１４とを備える。
第１の記録層１０４と第２の記録層１０２とは、光ディスク１００の片面に設けられてい
る。
【００３９】
ディスク情報領域１０７、欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０
、ディスク情報領域１１１、欠陥領域１１２、スペア領域１１３、データ領域１１４には
、スパイラル状もしくは同心円状に複数のトラックが形成されている。トラックは複数の
セクタを備える。
【００４０】
ここで欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、欠陥リスト領域１
１２、スペア領域１１３、データ領域１１４は記録可能な領域であり、トラックは所定の
周期で蛇行している。図２Ｂに示すトラックのように部分的な高調波成分の重畳によりト
ラックにアドレス情報等が記録されている。また、図２Ｃに示すトラックのように所定の
周期の整数倍の区間を部分的に異なる周波数で置き換えることにより、トラックにアドレ
ス情報等が記録されていてもよい。また図２Ｄに示すトラックのようにトラックの所定の
周期の整数倍の区間を、部分的に異なる変調パターンもしくは異なる複数の周波数の組み
合わせで置き換えても良い。トラックの形状の形式を図２Ｃや図２Ｄに示す形式のように
することで、所定周期部分における位相の連続性を確保することができ、クロック抽出処
理が容易になる。
【００４１】
第１の基板１０５、第２の基板１０１は、ポリカーボネート樹脂等で形成されており、第
１の記録層１０４および第２の記録層１０２を保護する。ディスク情報領域１０７は再生
専用領域であり、第１の記録層１０４および第２の記録層１０２へのアクセスに関するパ
ラメータ、および第１の記録層１０４および第２の記録層１０２に関するフォーマットが
格納されている。ディスク情報領域１１１も再生専用領域であり、第１の記録層１０４お
よび第２の記録層１０２へのアクセスに関するパラメータ、および第１の記録層１０４お
よび第２の記録層１０２に関するフォーマットが格納されている。ディスク情報領域１１
１にはディスク情報領域１０７に記録された情報と同じ情報が記録されている。光ディス
ク１００は、ディスク情報領域１０７およびディスク情報領域１１１の両方を備えても良
いし、ディスク情報領域１０７およびディスク情報領域１１１のいずれか一方のみを備え
ても良い。ディスク情報領域１０７は、パラメータとして第２の記録層１０２に対する情
報の記録再生時に第２の記録層１０２に照射する適切なレーザ光の照射パワーを示す第２
の照射パワー情報と、第１の記録層１０４に対する情報の記録再生時に第１の記録層１０
４に照射する適切なレーザ光の照射パワーを示す第１の照射パワー情報とを格納する。デ
ィスク情報領域１１１も、パラメータとして第２の記録層１０２に対する情報の記録再生
時に第２の記録層１０２に照射する適切なレーザ光の照射パワーを示す第２の照射パワー
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情報と、第１の記録層１０４に対する情報の記録再生時に第１の記録層１０４に照射する
適切なレーザ光の照射パワーを示す第１の照射パワー情報とを格納する。上記情報の記録
は、トラックを基本周期または倍周期毎に径方向に変調させることにより行う。トラック
変調の一例を図２Ａに示す。
【００４２】
本実施の形態のように、ディスク情報領域１０７、ディスク情報領域１１１のような再生
専用領域の溝の形状の形式と、欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１
１０、欠陥領域１１２、スペア領域１１３、データ領域１１４のような記録可能領域の溝
の形状の形式とを異ならせることにより、光ディスク装置がトラックに記録されたアドレ
スを再生する前に、記録再生装置は今再生している領域がディスク情報領域であるかどう
かを認識することができる。
【００４３】
多層ディスクにおいて、特に読み出しを行う側のディスク表面から最も遠い層を再生する
際のレーザ光の照射パワーは、単層ディスクを再生する際のレーザ光の照射パワーよりも
大きいことが予想される。そのため光ディスク１００を光ディスク装置に装着したときに
、単層ディスクを再生する際のレーザ光の照射パワーにより再生したために、照射パワー
が不足してアドレスが再生できない場合でも、溝の形状から得られるトラッキング信号波
形からディスク情報領域であるかどうかを判定することができる。
【００４４】
図３は、本発明の実施の形態における記録再生装置３００を示す。記録再生装置３００は
、スピンドルモータ３０２と、光ヘッド３０３と、レーザ光制御回路３０４と、サーボ回
路３０５と、再生二値化回路３０６と、ディジタル信号処理回路３０７と、記録補償回路
３０８と、ＣＰＵ３０９とを備える。
【００４５】
記録再生装置３００には光ディスク１００（図１）が搭載される。記録再生装置３００は
ホストＰＣ３１０と情報の送受信を行う。
【００４６】
制御部として機能するＣＰＵ３０９は、内蔵された制御プログラムに従って、記録再生装
置３００の全体動作を制御する。以下に説明するように、光ヘッド３０３は、光ディスク
１００の片側から、光ディスク１００に情報を光学的に書き込むことが可能である。また
、光ヘッド３０３は、光ディスク１００から情報を光学的に読み出すことが可能である。
ＣＰＵ３０９は、光ヘッド３０３を用いて記録処理の実行および再生処理の実行を制御す
る。記録処理は、ディスク情報領域に格納されたパラメータおよびフォーマットを再生す
るステップと、再生されたパラメータおよびフォーマットに基づいて光ディスク１００に
ユーザデータを記録するステップとを含む。再生処理は、ディスク情報領域に格納された
パラメータおよびフォーマットを再生するステップと、再生されたパラメータおよびフォ
ーマットに基づいて光ディスク１００に記録されたユーザデータを再生するステップとを
含む。以下に記録再生装置３００の動作についてより詳細に説明する。
【００４７】
光ディスク１００については図１を参照して説明したとおりである。スピンドルモータ３
０２は、光ディスク１００を回転させるためのモータである。光ヘッド３０３は、レーザ
光を光ディスク１００に照射する。また、レーザ光３１１を光ディスク１００に照射した
結果の反射光を電気的な信号に変換して再生信号として出力する。レーザ光制御回路３０
４は、光ヘッド３０３から出力されるレーザ光のパワーを制御する。これらの制御はＣＰ
Ｕ３０９の指示に基づいて行う。サーボ回路３０５は、光ヘッド３０３の位置制御、フォ
ーカス、トラッキングの制御、スピンドルモータ３０２の回転制御を行う。再生二値化回
路３０６は、光ヘッド３０３より得られた再生信号（データ情報は和信号、ディスク情報
領域やアドレスに関する情報は差信号）に、増幅処理、二値化処理を行い、二値化信号を
生成する。また内部されたＰＬＬ（図示せず）により、二値化信号に同期したクロックが
生成される。
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【００４８】
ディジタル信号処理回路３０７は、二値化信号に所定の復調処理やエラー訂正処理を行う
。データ記録時は記録データにエラー訂正コード付加処理、所定の変調処理を行い、変調
データを生成する。記録補償回路３０８は、変調データをパルス列から構成される光変調
データに変換し、さらに光変調データのパルス幅等を、ディスク情報領域の再生信号や、
予めＣＰＵ３０９に記憶されているデータを基に微妙に調整し、ピット形成に適した記録
パルス信号に変換する。ＣＰＵ３０９は、記録再生装置３００全体の制御を行う。ホスト
ＰＣ３１０は、コンピュータ（図示せず）、アプリケーション（図示せず）、オペレーテ
ィングシステム（図示せず）等を備え、記録再生装置３００に情報の記録や再生の要求を
行う。
【００４９】
光ディスク１００が記録再生装置３００に挿入されると、レーザ光制御回路３０４、サー
ボ回路３０５からの信号に基づいて、光ヘッド３０３は所定の照射パワーによりディスク
情報領域１１１を再生し、第１の記録層および第２の記録層に情報（ユーザデータ）を記
録する際の照射パワー情報等を再生する。ホストＰＣ３１０からの記録要求があると、Ｃ
ＰＵ３０９はレーザ光制御回路３０４に第１の記録層１０４に記録を行う際の記録パワー
を設定し、光ヘッド３０３を用いてデータ領域１１４に情報の記録を行う。続いてレーザ
光制御回路３０４に第２の記録層１０２に記録を行う際の記録パワーを設定し、データ領
域１１０に情報の記録を行う。
【００５０】
光ディスク１００のディスク情報領域１１１に、第１の記録層１０４および第２の記録層
１０２の両方のパラメータおよびフォーマット（記録する際の照射パワー情報等）が記録
されていることにより、ディスク情報領域から情報を再生する回数が１回ですむ。これに
より、第２の記録層１０２に記録するためにディスク情報領域１０７を再生し、第１の記
録層１０４に記録するためにディスク情報領域１１１を再生する場合と比較して、ディス
ク情報領域へのアクセスに必要な時間を短縮することができる。
【００５１】
また本実施の形態のように、ディスク情報領域１０７とディスク情報領域１１１の両方に
パラメータおよびフォーマットが記録されていることにより、どちらの層を再生しても両
方の層に記録を行う際の照射パワー情報等を入手することができる。このため、接着樹脂
１０３の厚みむらやサーボ回路３０５によるフォーカス制御時の外乱により、所定の記録
層とは異なる層の情報を再生してしまった場合でも、その層のディスク情報領域の情報を
再生することにより記録に必要な情報を入手することができる。
【００５２】
さらに本実施の形態のように、ディスク情報領域１０７とディスク情報領域１１１の両方
に照射パワー情報等が記録されていることにより、例えばデータ領域１１４に最初に記録
する際にはディスク情報領域１１１を再生し、データ領域１１０に最初に記録する際には
ディスク情報領域１０７を再生することにより、データを記録するまでの所要時間を短縮
することができる。
【００５３】
なお本実施の形態では、第１の記録層１０４および第２の記録層１０２の二つの層に記録
を行うとしているが記録可能な記録層は３つ以上でも良い。また本実施の形態では、ディ
スク情報領域１０７、ディスク情報領域１１１への情報の記録フォーマットとして、トラ
ックの蛇行を基本周期および倍周期毎に径方向に変調させているが、図２Ｂに示すように
、所定の周期で蛇行したトラックへの部分的な高調波成分の重畳により情報を記録したり
、図２Ｃや図２Ｄに示すように、所定の周期で蛇行したトラックの一部を異なる周波数や
パターンに置き換えることによって情報を記録しても良い。特に全ての領域で溝形状の形
式を等しくすることで基板をより簡単に製造することができる。
【００５４】
また本実施の形態では、ディスク情報領域１０７、ディスク情報領域１１１は共にスパイ
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ラル状もしくは同心円状に複数のトラックを有するとしている。ディスク情報領域１０７
、ディスク情報領域１１１は、凹凸ピットにより情報が記録されていても良いし、出荷前
等に、データ領域に記録を行う方法と同じ方法でディスク情報領域にプリ記録がなされて
いても良い。
【００５５】
またディスク情報領域１０７、ディスク情報領域１１１のトラックピッチ（もしくは径方
向のピットピッチ）が、欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、
欠陥リスト領域１１２、スペア領域１１３、データ領域１１４のトラックピッチ（もしく
は径方向のピットピッチ）と異なっていても良い。ディスク情報領域のトラックピッチを
広げることで隣接トラックからの影響をより低減することができる。
【００５６】
またディスク情報領域のトラックピッチやピットピッチをデータ領域等の記録可能な領域
のトラックピッチやピットピッチより広げることで、例えばレーザ波長の長い光ヘッドを
有する光ディスク装置においてもディスク情報領域を再生することが可能となり、最低限
の情報をユーザに返すことができる。すなわちディスク情報領域についての異機種間の互
換性を広げることで、例え仕様上記録ができない場合でも、記録ができない理由を明確に
することができる。
【００５７】
ところで一般に一方の層から他方の層への垂直方向のレーザ光のスポットの移動において
は、基板の貼り合わせのずれや、各基板のクランプ穴の位置ずれ等により同一半径位置に
移動することは難しい。例えば第１の記録層１０４の内周側から１０００トラック目の位
置から、第２の記録層１０２の内周側から１０００トラック目の位置に移動しようとして
も、±５０トラック程度のずれが生じる。従って再生専用のトラックと記録可能なトラッ
クの境界付近で層間をレーザ光のスポットが移動する際に、移動先の層においてトラック
が不連続であると不安定な動作となり、速やかに移動先の層での再生や記録ができなくな
る。
【００５８】
そこでディスク情報領域１０７、ディスク情報領域１１１のトラックピッチが欠陥リスト
領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、欠陥リスト領域１１２、スペア領域
１１３、データ領域１１４のトラックピッチと異なっている場合でも、ディスク情報領域
１０７のトラックの溝は、ディスク情報領域１０７と隣接する領域（図１に示す例では欠
陥リスト領域１０８である。スペア領域１０９、データ領域１１０であってもよい）のト
ラックの溝と連続して繋がっていることが望ましい。同様にディスク情報領域１１１のト
ラックの溝は、ディスク情報領域１１１と隣接する領域（図１に示す例では欠陥リスト領
域１１２である。スペア領域１１３、データ領域１１４であってもよい）のトラックの溝
と連続して繋がっていることが望ましい。なおトラックピッチの変移はデータ容量の観点
から１００トラック程度以内で完了することが望ましいが、ピッチ変動についてはできる
だけ緩やかに変動することが望ましい。またレーザ光のスポットが層間を移動する際にど
の層のトラックに移動しても速やかに再生できるよう、サーボの観点からはディスク情報
領域のトラックピッチと、欠陥リスト領域やスペア領域やデータ領域のトラックピッチと
の差は望ましくは１０％程度であり、最大でも１５％以下であることが望ましい。
【００５９】
なお本実施の形態では、ディスク情報領域では図２Ａに示すようにトラックに対して基本
周期および倍周期で径方向に変調させることによりディスク情報を記録する。欠陥リスト
領域、スペア領域、データ領域では図２Ｂや図２Ｃや図２Ｄに示すように、所定の周期で
蛇行するトラックへの部分的な周波数変調や、高調波成分の重畳によりアドレス情報等が
記録されている。トラックピッチの変移領域の全部もしくは一部においては、ディスク情
報領域、欠陥リスト領域、スペア領域、データ領域のどの領域にもない変調方式でトラッ
クが形成されていても良いし、逆に全く変調されていなくても良いし、さらには蛇行して
いなくとも良い。
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【００６０】
このように、トラックピッチの変移領域において、その前後の領域と変調方式や形状の形
式を異ならせることにより、変移領域であることを記録再生装置３００に速やかに認識す
ることができる。
【００６１】
以上のようにトラックピッチが異なる領域間において不連続箇所をなくすことにより、不
連続箇所がある光ディスクにおいてレーザ光のスポットが不連続箇所の移動元から半径方
向に大きく離れてから移動先へ移動する場合と比較して、移動先の領域での処理を速やか
に開始することができる。
【００６２】
また本実施の形態ではディスク情報領域はディスクの最内周側に設けられているが、最外
周側に設けられていても良く、さらに最内周側と最外周側の両方に設けられていても良い
。
【００６３】
なお本実施の形態では、ディスク情報領域１０７とディスク情報領域１１１の両方に第１
の記録層および第２の記録層に記録する際の照射パワー情報等が記録されているが、再生
する層が特定できる場合には全ての層のディスク情報領域に全ての層の照射パワー情報等
が記録されていなくても良い。
【００６４】
１層の記録層を備えた光ディスクの読み出しを行う側のディスク表面から記録層までの距
離と、光ディスク１００の読み出しを行う側のディスク表面からの距離がほぼ同じ記録層
を基準層とし、少なくとも基準層はディスク情報領域を有するようにしてもよい。このこ
とにより、１層の記録層を備えた光ディスクに記録再生を行う記録再生装置を用いて、光
ディスク１００の任意の層のディスク情報を入手することができ、記録再生装置の構成を
簡単にすることができる。基準層となる記録層（例えば第１の記録層１０４）は、複数の
記録層の中から予め決められている。
【００６５】
なおディスク表面からの距離が遠いほど、チルトによる再生信号の劣化が大きくなる。こ
のことから、ディスク表面からの距離が１層の記録層を備えたディスクとほぼ同じ層であ
る基準層をディスク表面から最も遠い層にすることが望ましい。その際に、基準層以外の
記録層の一部の領域であって基準層のディスク情報領域と同じ半径位置の領域の溝の形状
の形式を、ユーザデータを記録するためのデータ領域の溝の形状の形式と同じすることに
より、半径位置に関わらず透過率を同じにすることができる。これにより、基準層のディ
スク情報領域を再生するための特別な検出手段を必要とせず、記録再生装置の構成を簡単
にすることができ、さらに記録層の製造が容易になる。
【００６６】
特に、複数の記録層を備えた多層ディスクにおいて、基準層以外の記録層の溝形状の形式
をデータ領域と同じ溝形状の形式としての溝形状の形式を一つにすることにより基板の製
造が非常に容易になる。
【００６７】
また基準層にディスク情報領域を設ける場合に、基準層以外の記録層の一部の領域であっ
て基準層のディスク情報領域と同じ半径位置の領域を溝を有しない平らな構造にすること
により、基準層以外の記録層の光の散乱を低減することができ、基準層の再生信号品質を
向上させることができる。
【００６８】
また基準層にのみディスク情報領域を設けることで、光ディスクのディスク情報領域が配
置された半径位置付近を再生することにより、再生している記録層が基準層かどうかを簡
単に判定することができる。
【００６９】
ディスク情報領域は、複数の記録層に関するパラメータとして、再生する際の推奨照射パ
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ワー情報、記録する際の推奨照射パワー情報、最大照射パワー情報、記録時のパルス幅、
記録時に複数の照射パワーを組み合わせる場合のそれらの比率、記録する際の最適な照射
パワーを決定する際に利用するマージン定数等を格納し得る。
【００７０】
ディスク情報領域は、複数の記録層に関するフォーマットとして、ディスク名称、ディス
クサイズ、バージョン情報、任意の層のディスクタイプ（すなわち記録再生可能な層か、
再生専用の層かを示す識別子）、記録可能な層の総数、再生専用の層の総数、全部の層の
総数を格納し得る。さらにディスク情報領域は、複数の記録層に関するフォーマットとし
て、任意の層の情報のコピー可否を示す識別子、クロック情報、ディスク製造後に固有情
報を付与するためのＢＣＡ（Ｂｕｒｓｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ａｒｅａ）が配置されている
かどうかを示す識別子、転送レート、記録再生方向、物理アドレス開始番号、物理アドレ
ス終了番号、論理アドレス開始番号、論理アドレス終了番号、最短マーク長、記録速度等
を格納し得る。
【００７１】
なお各記録層毎に記録再生に必要なパラメータを設定することによりディスク設計におけ
る自由度を高めることができる。例えば高密度の記録を実現するに当たり、複数の記録層
に情報の記録を行う場合には、少なくとも光が通過する他層についてはその反射のばらつ
きを考慮する必要がある。このため一つの記録層にのみ記録を行う場合に比べてより精度
の高い設計が要求される。その際に、例えば第１の記録層１０４も第２の記録層１０２も
同じ照射パワーで再生しなければならないとすると、記録膜の観点からは設計が困難にな
ることが予想される。例えば第２の記録層１０２は高透過率の下で記録性能を確保しなけ
ればならない。そこで再生時の照射パワーの限定は行わず、その代わりに照射パワー情報
をディスク情報領域に記録しておくことにより、第１の記録層１０４を再生する際の照射
パワーを高くすることが可能となり、第２の記録層１０２の記録膜設計における自由度を
高めることができる。
【００７２】
さらに任意の層の記録再生に必要なパラメータを少なくとも一つの記録層のディスク情報
領域にまとめて記録しておくことにより、ディスク全体の最適な制御方法を直ちに把握す
ることができる。
【００７３】
なおＢＣＡはディスク情報領域の内容が同一のディスクについて、さらに詳細にディスク
の分類を行うものであり、ディスクの製造後に工場においてバーコード状の記録を行う。
ＢＣＡの配置は少なくとも一層、望ましくは基準層に行われていれば良い。このときＢＣ
Ａの存在しない層において、基準層と溝形状を異ならせることにより、基準層においてＢ
ＣＡが配置されている半径範囲を再生することにより基準層かどうかを簡単に判定するこ
とができる。特に基準層以外の記録層において、ＢＣＡが配置されている半径範囲を、溝
を有しない平らな構造にすることにより、他層における光の散乱を低減することができ、
ＢＣＡの再生信号品質を向上させることができるとともに基板の製造を容易にする。
【００７４】
なおＢＣＡの情報の記録は、記録可能な領域に記録するよりもはるかに大きい出力でレー
ザ照射を行うため、欠陥リスト領域や、スペア領域やデータ領域等の記録可能な領域の記
録膜の特性にダメージを与える危険性がある。このことから、記録位置ばらつきを含めて
記録可能な領域にはＢＣＡが配置されないようにすることが望ましい。仮に記録可能な領
域を、ＢＣＡを配置する領域に近接させる場合には領域間に使用目的を規定しないバッフ
ァ領域を設けることが望ましいが、この場合には正味の記録可能な領域の容量が減少する
。
【００７５】
以上の観点から通常ＢＣＡを配置する領域は半径方向における端に設けることが望ましい
。またＢＣＡの情報は通常起動時に必要であるということと、容量の観点から外周側にＢ
ＣＡを配置することは好ましくない。図８Ａに示すようにディスク情報領域のさらに内側
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に設けることが望ましい。また前述したようにＢＣＡの情報の記録時は大出力でレーザ照
射を行うため、再生専用領域の記録済みのデータを破壊する危険性がある。このことから
、図８Ｂのディスク情報領域８０１Ａのようにディスク情報領域の内周部に、例えばデー
タ“０”等のダミーデータを記録したバッファ部を設け、実データは外周部のディスク情
報領域８０１Ｂに記録してあっても良い。
【００７６】
なお本実施の形態では、ディスク情報領域ではトラックを基本周期および倍周期で径方向
に変調させることによりディスク情報を記録しているが、ＢＣＡを配置する領域はディス
ク情報領域と異なる変調方法を用いても良いし、逆に全く変調を行わないストレート溝で
あっても良いし、所定周期で蛇行していても良い。さらにはＢＣＡを配置する領域とディ
スク情報記録領域とでトラックピッチを異ならせても良い。この場合もＢＣＡの情報の記
録によりトラック溝がダメージを受けている危険性があるので、トラックピッチはＢＣＡ
を配置する領域の方を広くすることが望ましい。
【００７７】
以上のように、ＢＣＡを配置する領域とディスク情報記録領域とにおいてトラックの変調
方式や形状の形式を異ならせることにより、記録再生装置は両方の領域を速やかに判別す
ることができる。
【００７８】
ところで一般に一方の記録層から他方の記録層への垂直方向の移動において、基板の貼り
合わせのずれや、各基板のクランプ穴の位置ずれ等により同一半径位置に移動することは
難しい。例えば第１の記録層１０４の内周側から１０００トラック目から、第２の記録層
１０２の内周側から１０００トラック目に移動しようとしても±５０トラック程度のずれ
が生じる。従ってＢＣＡを記録する領域とディスク情報領域の境界付近で層を移動する際
に、移動先の層においてトラックが不連続であると不安定な動作となり、速やかに移動先
の層での再生ができなくなる。そこでＢＣＡを配置する領域のトラックピッチとディスク
情報領域のトラックピッチとが異なっている場合でも、ＢＣＡを配置する領域のトラック
とディスク情報領域のトラックは、連続して繋がっていることが望ましい。さらにトラッ
クピッチの変動についてもできるだけ緩やかに変動することが望ましい。
【００７９】
再生時の照射パワー情報は記録時の照射パワー情報に先行して記録されていることが望ま
しく、これによりホストＰＣからの要求が再生のときには記録時の照射パワー情報を再生
しないことにより、速やかにデータの再生を行うことができる。
【００８０】
また欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、欠陥リスト領域１１
２、スペア領域１１３、データ領域１１４におけるトラックに、ディスク情報領域に記録
されている任意の層の記録再生に必要なパラメータやフォーマットが記録されていても良
い。任意のトラックにこのような情報が記録されていることにより、例えばホストＰＣ３
１０から再生要求が入ったとき、再生時の誤った照射パワーでユーザのデータを消去する
危険性のないディスク情報領域で、再生時の照射パワー等の必要最低限の情報を再生する
。次に、残りの情報、例えば次に記録要求が入る場合を想定した記録時の照射パワー情報
等を、データ領域のトラックから回転待ち時間を利用して再生することにより、速やかに
データの再生を行うことができる。
【００８１】
パラメータ、フォーマットの記録方式としては各領域におけるアドレス情報の記録方式と
同一でも良いし、アドレス情報の記録方式とは異なる記録方式でも良い。
【００８２】
欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、欠陥リスト領域１１２、
スペア領域１１３、データ領域１１４等の全ての領域に、ディスク情報領域に記録されて
いるパラメータやフォーマットが記録されていなくても良い。例えばデータ領域１１４に
記録しないことにすることにより、他の領域とトラック形状が同一でも、パラメータやフ
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ォーマットが無いことからデータ領域であることを記録再生装置は認識することができる
。
【００８３】
なお欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、欠陥リスト領域１１
２、スペア領域１１３、データ領域１１４におけるトラックに全ての層のパラメータやフ
ォーマットが記録されていなくとも良く、自層についてのパラメータやフォーマットが記
録されているだけでも良い。または自層のパラメータやフォーマットに加えて最低限必要
な他層の情報だけが記録されていても良い。他層の情報が記録されていないことにより、
例えばアドレス情報の繰り返し回数を増加することができる。またディスク基板を製造す
る際にも、組み合わせる他層の情報を最内周部分にだけ入れれば良いので簡単に製造する
ことができる。
【００８４】
次にアドレス番号について図４Ａ～図４Ｄ、図５Ａ～図５Ｄを参照して説明する。図４Ａ
、図４Ｂ、図４Ｃ、図４Ｄはトラックと記録再生方向とアドレス番号の一例を示す図であ
る。図４Ａは第１の記録層１０４のスパイラル状の溝パターンを示し、図４Ｂは第２の記
録層１０２のスパイラル状の溝パターンを示し、図４Ｃは光ディスク１００の記録再生方
向を示し、図４Ｄはアドレス番号の割付けを示す。光ディスク１００が回転すると、トラ
ック４０１、もしくはトラック４０２に沿って、光ヘッド３０３は内周から外周へと進む
。データを順に記録する場合、例えばデータ領域１１４の最内周から最外周まで記録し、
その後、データ領域１１０の最内周から最外周へと記録される。各記録層の物理アドレス
番号４０３および論理アドレス番号４０４は記録再生方向の順で増加するように割付けら
れる。物理アドレス番号４０３は、０から始まらなくても良いし、１層目と２層目で連続
していなくても良い。
【００８５】
例えば層番号を物理アドレス番号４０３に含め、物理アドレス番号４０３の上位に位置す
るように設定しても良い。論理アドレス番号４０４は、ディスクにある全てのデータ領域
に対して、０から始まる連続した数字が割付けられ、１層目のデータ領域１１４において
、論理アドレス番号４０４は最内周で０になり、外周へ進むにつれて１づつ増加し、２層
目のデータ領域１１０において、最内周で１層目の最大番号に１を加えた番号になり、外
周へ進むにつれて１づつ増加する。なお４０５、４０６は図１には図示していないリード
アウト領域と呼ばれる領域であり、光ヘッド３０３がデータ領域をオーバーランしてもト
ラックに追随できるように設けられている。
【００８６】
図４Ａ～図４Ｄに示すようにスパイラル方向の等しい基板を用いることにより、後述する
スパイラル方向の異なる基板を製造する場合に比べ、基板製造のプロセスを簡単にするこ
とができる。
【００８７】
図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ、図５Ｄもトラックと記録再生方向とアドレス番号の一例を示す
図である。図５Ａは第１の記録層１０４のスパイラル状の溝パターンを示し、図５Ｂは第
２の記録層１０２のスパイラル状の溝パターンを示し、図５Ｃは光ディスク１００の記録
再生方向を示し、図５Ｄはアドレス番号の割付けを示す。光ディスク１００が回転すると
、トラック５０１もしくはトラック５０２に沿って、光ヘッド３０３は、第１の記録層１
０４は内周から外周へ進み、第２の記録層１０２は外周から内周へと進む。データを順に
記録する場合、例えばデータ領域１１４の最内周から最外周まで記録し、その後、データ
領域１１０の最外周から最内周へと記録される。各記録層の物理アドレス番号５０３およ
び論理アドレス番号５０４は記録再生方向の順で増加するように割付けられる。但し、２
層目のスパイラルが逆向きであるのでアドレス番号と半径の関係は変わる。論理アドレス
番号５０４は、１層目のデータ領域１１４において、最内周で０になり、外周へ進むにつ
れて１づつ増加する。２層目のデータ領域１１０において、最外周で１層目の最大ＬＳＮ
に１を加えた番号になり、内周へ進むにつれて１づつ増加する。なお５０５、５０６は図
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１には図示していないリードアウト領域と呼ばれる領域であり、光ヘッド３０３がデータ
領域をオーバーランしてもトラックに追随できるように設けられている。
【００８８】
図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ、図５Ｄに示すようにデータ領域１１４の最内周から最外周まで
記録し、その後、データ領域１１０の最外周から最内周へと記録する場合には、特に各記
録層固有のパラメータやフォーマット情報を、一つのディスク情報領域にまとめて記録し
ておくことにより、最外周から最内周のディスク情報領域まで戻る必要がないのでより効
果が大きい。
【００８９】
同様に再生のみを行う場合でもデータ領域１１４の最内周から最外周まで再生し、その後
データ領域１１０の最外周から最内周へと再生する場合にも、特に各記録層固有のパラメ
ータやフォーマット情報を、一つのディスク情報領域にまとめて記録しておくことにより
、最外周から最内周のディスク情報領域まで戻る必要がないのでより効果が大きい。
【００９０】
なおディスク情報領域１０７および１１１における各記録層固有のパラメータやフォーマ
ットのレイアウトを図６Ａに示す。図６Ａにおいて、♯１は第１の記録層１０４に関係す
るパラメータおよびフォーマットのうちの少なくとも一方を示し、♯２は第２の記録層１
０２に関係するパラメータおよびフォーマットのうちの少なくとも一方を示す。図６Ａに
示すディスク情報領域６０１から６０３および６０９に二層ディスクにおけるディスク情
報領域のレイアウトを示している。ディスク情報領域６０１から６０３および６０９はデ
ィスク情報領域１０７および１１１に対応する。ディスク情報領域６０４が示す情報のレ
イアウトは単層ディスクにおけるディスク情報領域の情報のレイアウトである。なおディ
スク情報領域６０１から６０３および６０９における情報のレイアウトとしては、二層デ
ィスクに限らず、多層ディスクについても同様の規則をあてはめることができる。
【００９１】
ディスク情報領域６０１から６０３および６０９において、各記録層固有のパラメータや
フォーマット情報は複数セットが記録されている。このように複数セットを記録すること
により、一つの領域が傷や埃によって再生できなくても他の領域を再生することにより、
所望の情報を入手することができる。
【００９２】
なおパラメータおよびフォーマットが記録された領域長さは、どの層のパラメータおよび
フォーマットが記録された領域についても同一であることが望ましい。これにより情報の
開始位置を特定することが可能になり、待ち時間を短縮することができるとともに、繰り
返し毎、もしくは記録層毎に開始位置を探索する必要がなくなり、記録再生装置の構成を
簡単にすることができる。この場合、例えば、ディスク情報領域のうちの第１の記録層１
０４に関するパラメータおよびフォーマットが格納された領域の長さと、ディスク情報領
域のうちの第２の記録層１０２に関するパラメータおよびフォーマットが格納された領域
の長さとが同じである。
【００９３】
ディスク情報領域６０１には、全記録層のパラメータおよびフォーマット情報を１セット
とした情報のセットが４回繰り返して記録されている。ディスク情報領域６０１の残りの
領域６０５には例えばデータ“０”を記録しておく。このとき、記録再生方向が内周側か
ら外周側へ向かう方向のときには、最初に再生する記録層（例えば基準層である第１の記
録層１０４）のパラメータおよびフォーマットを最も内周側に記録しておくことにより、
最初に再生する記録層のパラメータおよびフォーマットを速やかに入手することができ、
最初に再生する記録層の再生時の照射パワーが正しくない場合でも速やかに照射パワーを
訂正することができる。この場合、ディスク情報領域のうちの第１の記録層１０４に関す
るパラメータおよびフォーマットが格納された領域に割り当てられたアドレスは、ディス
ク情報領域のうちの第２の記録層１０２に関するパラメータおよびフォーマットが格納さ
れた領域に割り当てられたアドレスよりも小さくなるように情報を格納する。このとき、
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ディスク情報領域のうちの第１の記録層１０４に関する照射パワー情報が格納された領域
に割り当てられているアドレスは、ディスク情報領域のうちの第２の記録層１０２に関す
る照射パワー情報が格納された領域に割り当てられているアドレスよりも小さくなるよう
に情報が格納される。この特徴により、例えばレーザの照射パワーが高すぎることによる
データの破壊を最小限に抑えることができる。
【００９４】
同様に再生方向が外周側から内周側へ向かう方向のときには、最初に再生する記録層の情
報を最も外周側に記録しておくことにより、最初に再生する層の再生時の照射パワーが正
しくない場合でも速やかに訂正することができる。さらに後述する６０２と比較して短時
間で全ての記録層の情報を再生することができる。
【００９５】
第１の記録層１０４および第２の記録層１０２に関するパラメータおよびフォーマットの
情報量が少ない場合は、第１の記録層１０４に関するパラメータおよびフォーマットと、
第２の記録層１０２に関するパラメータおよびフォーマットとは、ディスク情報領域のう
ちの同じアドレスが割り当てられてた領域に格納されてもよい。ここで、第１の記録層１
０４には、光ディスク１００の周方向に沿って光ディスク１００の内周側から外周側へ向
かう方向にアドレスが割り当てられているとする。この場合、ディスク情報領域１０７が
備える上記同じアドレスが割り当てられた領域のうちの第１の記録層１０４に関するパラ
メータおよびフォーマットが格納された領域は、上記同じアドレスが割り当てられた領域
のうちの第２の記録層１０２に関するパラメータおよびフォーマットが格納された領域よ
りも光ディスク１００の内周側に配置される。また、第１の記録層１０４に、光ディスク
１００の周方向に沿って光ディスク１００の外周側から内周側へ向かう方向にアドレスが
割り当てられている場合には、ディスク情報領域１０７が備える上記同じアドレスが割り
当てられた領域のうちの第１の記録層１０４に関するパラメータおよびフォーマットが格
納された領域は、上記同じアドレスが割り当てられた領域のうちの第２の記録層１０２に
関するパラメータおよびフォーマットが格納された領域よりも光ディスク１００の外周側
に配置される。
【００９６】
なお、第２の記録層１０２が備えるディスク情報領域１０７では、第２の記録層１０２に
関するパラメータおよびフォーマットが格納された領域に割り当てられたアドレスが、デ
ィスク情報領域のうちの第１の記録層１０４に関するパラメータおよびフォーマットが格
納された領域に割り当てられたアドレスよりも小さくなるように情報が格納されてもよい
。これにより、第２の記録層１０２を第１の記録層１０４よりも先に再生する場合でも、
第２の記録層１０２に関するパラメータおよびフォーマットを速やかに入手することがで
き、第２の記録層１０２に照射されるレーザ光の照射パワーが正しくない場合でも速やか
に照射パワーを訂正することができる。
【００９７】
なおディスク情報領域６０１の領域６０５を除く領域の実データ量を示す（例えばバイト
単位で示す）情報を、ディスク情報領域の最内周付近に記録しておいても良い。これによ
り記録再生装置は不要なデータを再生することがなくなり速やかに次の処理を実行するこ
とができる。実データ量は記録層毎に異なっていても良く、記録層毎に実データ量をディ
スク情報領域の最内周付近に記録しておいても良い。
【００９８】
またディスク情報領域６０１では各記録層の情報を１セットづつ記録したものを４回繰り
返しているが、繰り返し回数はこれに限らず、また繰り返し回数を示す情報をディスク情
報領域６０１の最内周付近に記録しておいても良い。これにより記録再生装置は不要なデ
ータを再生することがなくなり速やかに次の処理を実行することができる。
【００９９】
ディスク情報領域６０２には記録層ごとのパラメータおよびフォーマット情報を１セット
とした情報のセットが４セットずつ記録されている。ディスク情報領域の残りの領域６０
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６には例えばデータ“０”を記録しておく。このとき最初に再生する記録層に関する情報
を最も内周側に記録しておくことにより、最初に再生する層の再生時の照射パワーが正し
くない場合でも速やかに照射パワーを訂正することができる。この場合、ディスク情報領
域のうちの第１の記録層１０４に関するパラメータおよびフォーマットが格納された領域
に割り当てられたアドレスは、ディスク情報領域のうちの第２の記録層１０２に関するパ
ラメータおよびフォーマットが格納された領域に割り当てられたアドレスよりも小さくな
るように情報を格納する。さらに単層ディスクのディスク情報領域のレイアウトであるデ
ィスク情報領域６０４の情報のレイアウトと、ディスク情報領域６０２の内周側の情報の
レイアウトとが同一であることから、光ディスク１００の再生アルゴリズムを単層ディス
クに付加する形式と同じ形式として光ディスク１００を製造することができるので、記録
再生装置を簡単にすることができる。
【０１００】
なおディスク情報領域６０２の領域６０６を除く領域の実データ量を示す（例えばバイト
単位で示す）情報を、ディスク情報領域の最内周付近に記録しておいても良い。これによ
り記録再生装置は不要なデータを再生することがなくなり速やかに次の処理を実行するこ
とができる。実データ量は記録層毎に異なっていても良く、記録層毎に実データ量をディ
スク情報領域の最内周付近に記録しておいても良い。
【０１０１】
またディスク情報領域６０２では記録層毎の情報を１セットづつ記録したものを４回繰り
返して記録しているが、繰り返し回数はこれに限らず、また繰り返し回数を示す情報をデ
ィスク情報領域６０２の最内周付近に記録しておいても良い。これにより記録再生装置は
不要なデータを再生することがなくなり速やかに次の処理を実行することができる。なお
繰り返し回数は記録層毎に異なっていても良く、記録層毎の情報のセットの繰り返し回数
をディスク情報領域６０２の最内周付近に記録しておいても良い。
【０１０２】
ディスク情報領域６０３には、記録再生に必要なパラメータやフォーマット情報を各要素
に分けて、全記録層の特定の要素を集めて１セットとした情報のセットが記録されている
。繰り返し方法についてはディスク情報領域６０１のようにまず要素ごとに一通り並べた
セットを複数回記録しても良いし、ディスク情報領域６０２のように要素毎に複数回記録
してから他要素の情報を記録しても良い。
【０１０３】
またディスク情報領域６０３においても、ディスク情報領域の残りの領域６０７には例え
ばデータ“０”を記録しておいても良い。さらに最初に再生する記録層の情報を最も内周
側に記録しておくことにより、最初に再生する層の再生時の照射パワーが正しくない場合
でも照射パワーを速やかに訂正することができる。
【０１０４】
なおディスク情報領域６０３の領域６０７を除く領域の実データ量を示す（例えばバイト
単位で示す）情報を、ディスク情報領域６０３の最内周付近に記録しておいても良い。こ
れにより記録再生装置は不要なデータを再生することがなくなり速やかに次の処理を実行
することができる。
【０１０５】
またディスク情報領域６０１から６０４において、パラメータやフォーマット情報を記録
した残りの領域に所定のデータを記録しておくことにより、サーボ回路２０５により光ヘ
ッド２０３をディスク情報領域に移動させる際に、所定のデータを再生することによって
ディスク情報領域であることを速やかに認識することができる。
【０１０６】
なおディスク情報領域６０１から６０３は、図４Ｄや図５Ｄにおけるアドレス番号が増加
する方向に、各記録層に関する情報の記録を行っており、例えば図５Ｄのようにスパイラ
ル方向が逆になっている場合では、１層目の記録層と２層目の記録層とで物理的な配置は
逆になる。例えば１層目の記録層はディスク情報領域の最内周部から記録を行い、２層目
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の記録層はディスク情報領域は最外周部から記録を行っているが、配置方法はこれに限ら
ず、１層目も２層目の記録層もディスクの最内周部から記録を行って良い。
【０１０７】
なおディスク情報領域６０１から６０３において各記録層に共通のパラメータやフォーマ
ット情報やディスク情報については、層毎の情報の記録に先だって記録を行って良い。デ
ィスク情報領域６０９には、このような記録方法に従ってパラメータおよびフォーマット
が記録されている。共通項目をまとめることにより、層数が多いほどディスク情報領域を
節約することができる。なお共通項目についても図６Ａの情報♯１、♯２と同様の扱いと
し複数回記録を行うことにより、一つの領域が傷や埃によって再生できなくても他の領域
を再生することにより、所定の情報を入手することができる。
【０１０８】
なお各記録層の共通項目を記録する領域の長さは、各記録層の情報を記録する長さの倍数
であることが望ましい。これにより、層数や共通項目の量が変わっても情報の開始位置を
記録再生装置が予測することが容易になり、待ち時間を短縮することができるとともに記
録再生装置の構成を簡単にすることができる。
【０１０９】
次に図６Ｂに、ディスク情報領域６０１の改変例であるディスク情報領域１１０１、１１
０２、１１０３および１１０４を示す。ディスク情報領域１１０１、１１０２、１１０３
および１１０４は複数のダミー領域１１００を含む。
【０１１０】
ディスク情報領域１１０１では、全ての記録層に関するパラメータおよびフォーマットの
セットの情報が繰り返し記録されており、セットの情報が記録された各領域の間にダミー
領域が配置されている。これによりダミー領域を検出することで、直後の領域に情報♯１
が記録されていること、又は直前の領域に情報♯２が記録されていることを認識すること
ができる。これにより情報♯１、♯２の各情報内に自身を示す識別子を設ける必要がなく
なり、記録再生装置の構成を簡単にすることができるとともに処理時間を短縮することが
できる。
【０１１１】
なおダミー領域にはディスク情報領域の残りの領域１１０５に記録する内容と同一の内容
（例えばデータ“０”）を記録しても良いし、異なる内容を記録しても良い。異なる内容
を記録することにより、直後の領域に情報♯１が記録されていること、又は直前の領域に
情報♯２が記録されていることを明確に認識することができる。また同一の内容を記録し
た場合でも記録長を変えることにより領域１１０５との違いが明確になり、同様の効果が
得られる。
【０１１２】
さらにディスク情報領域６０９（図６Ａ）に示す様にダミー領域に情報♯１、♯２共通の
情報を記録することで、直後の領域に情報♯１が記録されていること、又は直前の領域に
情報♯２が記録されていることを認識することができることに加え、共通情報の取得が容
易になる。
【０１１３】
なおディスク情報領域１１０２に示す様に、ダミー領域１１００を領域１１０６に隣接し
て記録しても良く、これにより、少なくとも直前の領域に情報♯２が記録されていること
を認識することができる。なおディスク情報領域１１０２における最後のダミー領域のみ
、他のダミー領域と記録内容が異なっていても良い。これにより繰り返し記録が終了する
ことを明確にすることができる。
【０１１４】
さらにダミー領域の長さを、ディスク情報領域１１０３に示す様に、情報♯１、情報♯２
の１セットを記録する領域の長さの整数倍にしてもよい。このことにより、層数が異なる
場合でも各記録層の情報の開始位置を予測することが容易になり、待ち時間を短縮するこ
とができるとともに再生装置の構成を簡単にすることができる。
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【０１１５】
またディスク情報領域１１０４に示す様にダミー領域１１００を最初の情報♯１、情報♯
２が記録された領域の前にも記録しても良い。これにより、少なくとも直後の領域に情報
♯１が記録されていることを認識することができる。なおディスク情報領域１１０４にお
ける最初のダミー領域のみ、他のダミー領域と記録内容が異なっていても良い。これによ
り繰り返し記録が開始することを明確にすることができる。
【０１１６】
なお最初のダミー領域の設定方法については、ディスク情報領域とその直前の領域との違
いを認識することができれば本方法に限らなくとも良く、ディスク情報領域の直前領域の
トラック形状や、トラック形状に情報を重畳する際の変調方式の違い等から、ディスク情
報領域との違いを認識しても良い。
【０１１７】
なお図６Ｂに示したダミーデータはディスク情報領域６０２に対しても使用可能であり、
ディスク情報領域６０１に適用した場合と同等の効果が得られる。
【０１１８】
以上の様に、各記録層に記録再生を行う際に必要となる各記録層固有のパラメータやフォ
ーマット情報を、１つのディスク情報領域にまとめて記録しておくことにより、複数の層
に配置された複数のディスク情報領域を再生する場合と比較して、複数層のデータを記録
再生する際の所要時間を短縮することができる。
【０１１９】
なお本実施の形態ではディスク情報領域を中心に説明したが、欠陥リスト領域、スペア領
域についても各記録層の情報をまとめて一つの層に記録しておくことにより、同様の効果
が得られる。
【０１２０】
なお本実施の形態では、各記録層に記録再生を行う際に必要となる、各記録層固有のパラ
メータやフォーマット情報を、１つのディスク情報領域にまとめて記録しているが、１つ
のディスク情報領域にまとめて記録せずに複数のディスク情報領域に分けて記録しても良
いし、所定の必須項目については各記録層の情報を１つのディスク情報領域にまとめ、そ
の他の項目については自層のディスク情報領域のみに記録しても良い。
【０１２１】
なお欠陥リスト領域１０８、スペア領域１０９、データ領域１１０、欠陥リスト領域１１
２、スペア領域１１３、データ領域１１４におけるトラックに、ディスク情報領域に記録
されているパラメータやフォーマットを記録する際にも図６Ａと図６Ｂとに示すようなレ
イアウトに従って情報が記録されていても良い。
【０１２２】
次に、図９を参照して本発明のさらなる実施の形態における書き換え型光ディスク９００
について説明する。
【０１２３】
図９に示す光ディスク９００は、第１の基板９０５と、第１の記録層９０４と、接着樹脂
９０３と、第２の記録層９０２と、第２の基板９０１とを備える。各基板および各記録層
にはクランプ穴９０６が形成されている。光ディスク９００は、ユーザデータを記録する
ためのデータ領域９２０を備える。データ領域９２０は第１の記録層９０４と第２の記録
層９０２との両方に渡って配置されている。データ領域９２０の一部であるデータ領域９
１２が第２の記録層９０２に配置されおり、データ領域９２０の一部であるデータ領域９
１８が第１の記録層９０４に配置されている。
【０１２４】
第２の記録層９０２は、ディスク情報領域９０７と、第１の欠陥リスト領域９０８と、テ
スト記録領域９０９と、第２の欠陥リスト領域９１０と、スペア領域９１１と、データ領
域９１２とを備える。
【０１２５】
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第１の記録層９０４は、ディスク情報領域９１３と、第１の欠陥リスト領域９１４と、テ
スト記録領域９１５と、第２の欠陥リスト領域９１６と、スペア領域９１７と、データ領
域９１８とを備える。
【０１２６】
第１の記録層９０４と第２の記録層９０２とは、光ディスク９００の片面に設けられてい
る。
【０１２７】
各記録層において第１の欠陥リスト領域と第２の欠陥リスト領域とには同じデータが記録
されていることが望ましい。また全ての記録層の欠陥リスト領域に同じデータが記録され
ていても良い。これにより記録時や再生時にレーザ光のスポットが記録層間を移動した際
に、移動先の層の欠陥リスト領域を再度再生するための時間を節約することができる。
【０１２８】
テスト記録領域９０９はデータ領域９１２に情報を記録するためのレーザ光の記録パワー
を調整するためにテスト記録を行う調整領域として機能する。同様にテスト記録領域９１
５はデータ領域９１８に情報を記録するためのレーザ光の記録パワーを調整するためにテ
スト記録を行う調整領域として機能する。本実施の形態のように各記録層毎にテスト記録
領域を設けることにより、各記録層に適した記録条件を決定することができる。
【０１２９】
ところで一般に一方の層から他方の層への垂直方向のレーザ光のスポットの移動において
、基板の貼り合わせのずれや、各基板のクランプ穴の位置ずれ等により同一半径位置に移
動することは難しい。例えば第１の記録層９０４の内側から１０００トラック目の位置か
ら、第２の記録層９０２の内側から１０００トラック目の位置に移動しようとしても±５
０トラック程度のずれが生じる。
【０１３０】
またテスト記録領域では記録条件を決定するために、サーボ的にも不安定な記録条件でテ
スト記録を行うことから、記録中にトラッキングが外れたり、別の層でフォーカスが瞬間
的に最適となる危険性がある。そこで各記録層のテスト記録領域の前後に隣接して使用目
的を規定しないバッファ領域を設けることが望ましく、また図９に示すように欠陥リスト
領域をテスト記録領域の前後に複数個設けることが望ましい。各記録層においてテスト記
録領域の前後に欠陥リスト領域を設けることにより、データの記録中にトラッキングが外
れても欠陥リスト領域の全データが破壊される危険性を低減することができる。また、あ
る記録層への情報の記録中にフォーカスが外れても、他の記録層の欠陥リスト領域の全デ
ータが破壊される危険性を低減することができる。
【０１３１】
また本実施の形態では欠陥リスト領域は各記録層の内周部にしか設けていないが、同様の
観点から外周部に設けても良い。外周部に設けることによりテスト記録に起因する欠陥リ
スト領域のデータの破壊を防止することができる。
【０１３２】
なお各記録層固有のパラメータやフォーマット情報を一つのディスク情報領域にまとめて
記録しても良いし、記録層が別々に独立してパラメータやフォーマット情報を含んでもよ
い。
【０１３３】
また、図１０に示すように各記録層のテスト記録領域はそれぞれ異なる半径位置に配置さ
れても良い。光ディスク９００の改変例である図１０に示す光ディスク１０００は、第１
の基板１００５と、第１の記録層１００４と、接着層１００３と、第２の記録層１００２
と、第２の基板１００１とを備える。
【０１３４】
第２の基板１００１、第２の記録層１００２、接着層１００３、第１の記録層１００４、
第１の基板１００５は、第２の基板９０１、第２の記録層９０２、接着層９０３、第１の
記録層９０４、第１の基板９０５に対応する。第２の記録層１００２、第１の記録層１０
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０４は、第２の記録層９０２、第１の記録層９０４と同じ構成要素を有するが、テスト記
録領域の配置位置が異なる。第２の記録層１００２はテスト記録領域１００８を備える。
第１の記録層１００４はテスト記録領域１００７を備える。
【０１３５】
参照符号１００９は入射光、参照符号１０１０は第２の記録層１００２からの反射光、参
照符号１０１１は第２の記録層１００２の透過光、参照符号１０１２は第１の記録層１０
０４からの反射光、参照符号１０１３は第２の記録層１００２の透過光をそれぞれ示し、
レーザ光の進行の様子を表している。第２の記録層１００２を再生しているときには、反
射光１０１０が主要な再生光であり、透過光１０１３が不要な迷光である。また第１の記
録層１００４を再生しているときには、透過光１０１３が主要な再生光であり、反射光１
０１０が不要な迷光である。
【０１３６】
ここで、仮に、記録層１００４にデータを記録するのに最適なレーザ光の照射パワーを決
定するためのテスト記録領域が領域１００６の位置に配置されていたとする。この場合、
テスト記録領域１００８が（例えば繰り返し記録により）劣化もしくは破壊されていると
、第２の記録層１００２での透過係数や反射係数が変化し、透過光１０１１、反射光１０
１０、透過光１０１３の光量がそれぞれ変化する。これにより、テスト記録領域１００８
が正常な場合と異なり、テスト記録領域１００６を用いて求められる照射パワーの値は、
正しい照射パワーの値から外れてしまうという問題が生じる。
【０１３７】
図１０に示すように、テスト記録領域１００７およびテスト記録領域１００８のそれぞれ
を光ディスク１０００の異なる半径位置に配置することにより、テスト記録領域１００８
が劣化または破壊された場合でも、第１の記録層１００４に適したレーザ光の照射パワー
の値を正しく決定することができる。
【０１３８】
このように各記録層のテスト記録領域を互いに異なる半径位置に配置することは、光ディ
スク１０００が１回のみ記録が可能な追記型光ディスク、特に光学特性が記録により変化
し、不可逆である記録膜を有する光ディスクである場合に非常に有効であり、本発明はこ
のような１回のみ記録が可能な光ディスクにも適用される。
【０１３９】
なお本実施の形態では、各記録層のテスト記録領域をそれぞれ異なる半径位置に配置して
いるが、テスト記録領域に限らず、例えば光ディスクに記録されているデータのリストを
一括的に管理する領域等、繰り返し記録回数が通常のユーザデータを記録する領域よりも
多くなる領域も各記録層毎に異なる半径位置に配置しても良い。異なる半径位置に配置す
ることにより、一方の層の上記領域が劣化した場合の他層の上記領域への影響を防止する
ことができ、他層の上記領域への正しい記録再生を行うことができる。
【０１４０】
なお本実施の形態では、２つのテスト記録領域１００７とテスト記録領域１００８とにお
いて、テスト記録領域１００７の方を半径方向で外周側に配置しているが、テスト記録領
域１００８の方を半径方向で外周側に配置しても良い。例えば図５Ｃに示すような記録再
生方向のとき、テスト記録領域１００７を内周側から使用し、テスト記録領域１００８を
外周側から使用することにしてもよい。これにより、テスト記録領域１００８を使用する
際に、テスト記録領域１００７の最も外周側を使用していない確率が、逆に配置した場合
よりも高くなる。これにより、テスト記録領域１００７の劣化によるテスト記録１００８
への影響をさらに小さくすることができる。この効果は特に１回のみ記録が可能な光ディ
スクにおいて非常に大きい。
【０１４１】
なお本実施の形態ではテスト記録領域は内周側にのみ設けられているが、外周側にも設け
られていても良い。
【０１４２】
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本発明は、記録可能な記録層を有する光ディスクに限定されず、複数の再生専用の記録層
のみを有する光ディスクにおいてもディスク情報領域を有していれば本発明により同様の
効果を有する。
【０１４３】
また本実施の形態では第１の記録層と第２の記録層の二つの層に記録を行う場合について
説明したが、本発明は、単層ディスクの場合に適用しても同様の効果を有する。
【０１４４】
なお本実施の形態では主に書き換え型の光ディスクについて説明したが、本発明は、１回
もしくは数回だけ記録可能な光ディスクにおいても同様の効果を有する。
【０１４５】
【発明の効果】
本発明の光ディスクによれば、各記録層に記録再生を行う際に必要となる各記録層固有の
パラメータおよびフォーマットを１つのディスク情報領域にまとめて記録している。この
特徴により、１つのディスク情報領域から全記録層のパラメータおよびフォーマットを再
生することが出来るので、複数の記録層に対するデータの記録再生時間を短縮することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における光ディスクを示す図
【図２Ａ】本発明の実施の形態における記録層に形成されたトラックを示す図
【図２Ｂ】本発明の実施の形態における記録層に形成されたトラックを示す図
【図２Ｃ】本発明の実施の形態における記録層に形成されたトラックを示す図
【図２Ｄ】本発明の実施の形態における記録層に形成されたトラックを示す図
【図３】本発明の実施の形態における記録再生装置を示す図
【図４Ａ】本発明の実施の形態におけるトラックを示す図
【図４Ｂ】本発明の実施の形態におけるトラックを示す図
【図４Ｃ】本発明の実施の形態における記録再生方向を示す図
【図４Ｄ】本発明の実施の形態における記録層へのアドレス番号の割り当てを示す図
【図５Ａ】本発明の実施の形態におけるトラックを示す図
【図５Ｂ】本発明の実施の形態におけるトラックを示す図
【図５Ｃ】本発明の実施の形態における記録再生方向を示す図
【図５Ｄ】本発明の実施の形態における記録層へのアドレス番号の割り当てを示す図
【図６Ａ】ディスク情報領域の情報のレイアウトを示す図
【図６Ｂ】ディスク情報領域の情報のレイアウトを示す図
【図７】光ディスクを示す図
【図８Ａ】本発明の実施の形態における光ディスクを示す図
【図８Ｂ】本発明の実施の形態における光ディスクを示す図
【図９】本発明の実施の形態における光ディスクを示す図
【図１０】本発明の実施の形態における光ディスクを示す図
【符号の説明】
１０１　第２の基板
１０２　第２の記録層
１０３　接着樹脂
１０４　第１の記録層
１０５　第１の基板
１０６　クランプ穴
１０７　ディスク情報領域
１０８　欠陥リスト領域
１０９　スペア領域
１１０　データ領域
３００　光ディスクドライブ
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３０１　光ディスク
３０２　スピンドルモータ
３０３　光ヘッド
３０４　レーザ光制御回路
３０５　サーボ回路

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図２Ｄ】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図４Ｄ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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【図５Ｃ】

【図５Ｄ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】 【図７】
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【図８Ａ】 【図８Ｂ】

【図９】 【図１０】
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